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捜

数

の
表

記
法

が
混

在
す

る

ロ
ー

マ
字

表

記

の

改

善

に

向

け
、
文

化
庁

の
有
識

者
会

議
は

２３

日
、

内
閣
告

示

の
改

正
を

目

指
す

方

針

で

一
致
し

た

。
英
語

の
発
旨

に
近

い

「
ヘ
ポ

ン
式

」

が
広
く

使
わ

れ

て
い

る
実
態

に

表
記

の

ル
ー

ル
を
合

わ
せ

る
見

通
し

。

「
訓
令

式

」
を
基
本

と

し
て
い

る
告

示

改
正

が
実

現
す

れ
ば

、

約
７０

年

ぶ
り

の
改

革

と

な
る

。
ロ
ー

マ
宇

表

記
は

、

５０
者

の

仕
組

み

に
沿

っ
た

「
訓
令
式

」

と

「
ヘ
ポ

ン
式

」
な

ど

が
あ

る
。

１
９

５

４
年

の
内
閣

告

示

で
は

「
一
般

に
国
語

を
書

き
表

す

場

合

に
は

、
訓

令
武

」
と

さ
れ

た
。

し
か

し
、
連

合

国
軍

総

司
令

部

（
Ｇ

Ｈ

Ｑ

）́
が

自
分

た
ち

の

読

み
や

す

い

ヘ
ポ

ン
式
を

使

う

よ

う

日
本
政

府

に
求

め

、

ヘ
ボ

ン
式

も

広
く

利

用
さ

れ

る
よ

う

に
な

っ
た

。
現

在

で
も

「
新

宿

一

は
「
Ｓ
ｉ
冷
Ｚ
ｙ
ｕ
ｋ
ｕ
」
（訓

令
式
）
と

「Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
Ｊ
ｕ
ｋ

ｕ
」

（
ヘ
ポ
ン
式
）
な
ど
、
捜

数
の
喪
記
が
漫
在
す
る
。
パ
ス

ポ
ユ
ト
の
氏
名
も
ヘ
ポ
ン
式
が

使
わ
れ
て
い
る
。

有
識
者
会
議
の
審
議
結
果
を

ま
と
め
た
報
告
書
案
で
は

「訓

令
式
よ
り
も
ヘ
ポ
シ
式
が
広
く

使
用
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ

る
」
と
指
摘
し
た
。
こ
の
日
の

会
議
で
も

「
ヘ
ポ
ン
式
が
広
く

使
わ
れ
、
訓
令
式
に
統

一
し
直

そ
う
と
す
れ
ば
大
変
な
混
乱
が

生
じ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

堂
化
庁
は
報
告
書
を
受
け
、

検
討
を
加
速
さ
せ
る
。
実
際
の

改
正
は
、
盛
山
支
部
科
学
相
が

文
化
箸
議
会
に
諮
間
し
た
上
で

決
定
す
る
見
通
し
だ
。

ロ
ー
マ
宇
混
在

改
善

へ

Sinzyuku?shinjuku?

文化庁 ヘボン式有力

゛訓令式とヘボン

式のローマ字表

言Eの違い

衛
星
保
護
カ
バ
ー
公
開

Ｊ
Ａ
ｘ
Ａ

ル

カ

メ

ラ

と

望

逮

鏡

を

縄

み

合

わ
せ

た
観
測
装

憲

で
、
地

上

や

天
体

を
高

解
像

度

で
撮
影

す

る

。

宇

宙

シ

ス

テ

ム

開

発

利

用

推
進

機
構

な

ど

が
開

発
し
た

「
■

４

町

税
郎

町

‘・

（
同
約

５

訂

・
ゼ

）
な
赤

外
線

セ

ン
サ

ー

で
地

上

の
熱
凍

を
提

え
、

工
場

の
稼

働

状

況
な

ど
を

調

べ
る
。

Ｊ
Ａ

Ｘ

Ａ
の

岡

田
匡
史
プ

ロ

ジ

ェ
ク

ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
は

「
一

つ

一
つ
の
作
業

を

正
確

に
こ
な

し

て
、
打
ち

上

げ
を

成
功

さ

せ

た

い

」
と

話

し
た

。

危
険
運
転
の
条
件

「分
か
り
や
す
く
に

遺

族

の
会

要
望

森
提

出

交

通
事
故

疲

曽
者

の
適

族

ら

で

つ
く

る

「
関
束
交

通

犯

罪
遺

族

の
会

（
あ

い

の
会

）
」
の

メ

ン
バ
ー

ら
が

２３

日
、
東

京

・
霞

が

関

の
法
務

省

で
小

泉
法

相
と

面
会

し
、
危

険

運
転

致

死
傷

に

つ
い
て
法
改

正

な

ど
を
求

め

る

要
望

書
を

提
出

し
た

。

要
望
書

で
は

「
危
険

運
転

に

該

当
す

る
と

思

え
る
よ

う
な

事

案

で
も

、
危

険

運
転

に
該

当

し

な

い
と

し

て
検

察
官

が
過

失

運

転

で
起
訴

し
た

り

、
裁
判

所
が

判
決

を

下
し
た

り

す

る
ケ

ー

ス

が
多

々
見

ら
れ

る

」
と

指
摘

。

「
制

御

が
困

難
な

高
速

度

」
と

い

っ
た

危
険

運
転

の
成

立
条

件

を

よ

り
分

か
り

や
す

く

改
め

る

こ
と

を

求
め

、　
一
般

道

は
制

限

速
度

の
２

倍
以

上

、
高

速
遺

路

宇

宙

航

空

研

究

開

発

機

構

（
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ

）
は
２３

日

、
新

型

主
カ

ロ
ケ

ッ
ト

「
Ｈ
３

」
２

号

機

の
機

体

の

一
部
と

、
搭
載
す

る
人

工
筒
塁

を

報
道
障

に
公

開

し
た

。

２

号

構

は
来

月
１５

日

の
打

ち

上
げ

に
購
え
、

射
場

の
あ

る
種

子
島

宇

宙
セ

ン
タ

ー

（
鹿
児
島

県

）

で

籠

み

立

て

作

業

が

進

球
観

測

衛
星

「
だ

い
ち

３
号

」

と
共

に
指
令
破

壊
さ

れ

た
。

そ

の
た

め

２
号
機

に
は

、

フ

ェ
ア

リ

ン
グ

内

に

「
だ
い

ち
３

号

」

と
同
じ

重
さ

の
舛
ミ

ー

衛
塁
１

基
を

搭
載

す

る
。

２３

日
は
、

相
乗
り

さ

せ
る

超

小

型

衛

墓

２

基

も

公

開

。

キ

ヤ

ノ

ン

電

子

が

開

発

し

た

「
Ｃ

Ｅ
Ｉ

Ｓ

Ａ
Ｔ
１

ｌ

Ｅ

」
（
重

さ

約

７０

口
．

．
７

）
は

、

デ
ジ
タ

革

、

公

開
さ
れ

た

の
は

、

ロ
ケ

ッ

の
保
護
カ
バ
ー

「
フ
ェ
ア
リ
ン

（
高
さ

１０

・
４

ν

、
直

径

５

・
２

瞬

）
。
打
ち

上

げ
時

の

振
動
な

ど
か

ら
衛

星
を

守
る

役

割
が

あ
り

、
正

常

に
機

能
す

る

か

が

ロ
ケ

ッ
ト

の

成

否

を

握

る
。昨

年

３
月

の
打
ち

上

げ

に
失

敗
し
た

初
号

襴
は
、

政

府

の
地

Ｈ

　

ｌ

/― ‐

公
開
さ
れ
た
新
型
主
カ
ロ
ケ
ッ
ト

「Ｈ
３
一
２
号
軽
の
フ
ェ
ア
リ
ン
グ

２^３

日
、
長
児
蕩
県
商
理
■
町
の
権
子
畠
宇
首
セ
ン
タ
ー
●
）
，
ｔ
伯
支
人
搬
彰

当

読売絶 DD卜1餅芹折間

費 肇な 美荷 品 な どをあつか うオー

クシ ヨンは、 私た ちの生活に身近な

仕 4aみで す。 今週は、 癒 っていそう

でメ6ら な い オ ー クシ ョンの世界にど

兵内 します。

:★日本の 探 査機 月蒲 ]重      |
|★ 紫 式 郎 と′脅少In琶       |

毎遇本 H霞日発4, 月額560同

購読申し送み  0120-1つ 43-81

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
世
界

□

、・
"2～

4月 平年より気温高く

気 象 庁 は 23日 、 2月か ら 4月 ま

で の 3か月 予 1lHを 発 表 した 。 本 気

の 影 審 が 3覇 ま り 、 傘 国 白句に 気 温 は

平 年 よ り高 くな り、 降 水 塁 は 平 年

並 み か 多 くな る 見込 み 。

(2月 】ロホ海 lttlの 雨や雪の 国

は、西 日本では平筆よ つ多 く、】ヒ

・束
=」

本では平年並み .

【3月 】束 西日本、沖
`亀

 奄
美で1よ 、天気が変わりやす1ヽ

【4月 】4ヒ・束日本の太平洋aI

と西日本は晴れの日が
=′

い。

|・,運転免許証システムに障害

警察庁の 、軍転免許証 システムに

23日 午前 、 F索 姜が発生 し、熊束 、

大阪、神奈サI'な ど19部「Ⅲ県路で魚

許証の更新手ヤ売きなどができなく
なる トラブルた

'亀

‐きた。
コJ庁だよると、障害が趣きたの

は、金国の警察が保有する免許幣
報 を柴約 し、 ‐元管理する ンステ

ム●不鼻合 ,よ 午前 9時にlに発′Fし 、

1時出‖承どで捜 旧 したと タト部か ら

のサ イパ ー 政 撃 で は な い とみ ら

れ 、驚察庁が原 因を 騒,べている .

、・
"阿

蘇 山噴火警戒 レベル 2

気▼'庁争よ23麟 、熊本県・ 阿蘇山

の噴ιk嘗戒 レベ ル
=2(火

rJ周 ,刀

規制〉すこ引き上l,た。同日に家施
した現地調査で、火山ガスの故出
五が多いことが r憩露された。

、・ ●ハン ドツープ 子ども食堂に

読売新聞 菜京 本社 と驚内の誘売

新闇販売店 (YCヽ |よ 23日 、 fテ

=食
用油を り Iテ イ ク

'レ

した
'ヽ

ン ドソー

フ 十ヽ■万 3200本 を認走＼ PO法 人

金国 こども食笠支援セ ンター・

むすびえ 〕 彼 京

'1こ

贈 った。盛

学続け ている社会要献活動の イ環

で 、今年
`ま

同 NPOを 連 じ、無ttt

か l_(頷で嚢宇 を提供 てフている束 El

本地域 の 125か所 の「干ど も良堂 :

[幅イナる。
束求 。大手町 の読売争ヤF翻 ビルで

鑽曼式が ヽわれ 、本社の矢 ヶ翁要

専務 二談 売 媒 束 七日会の 消 水 fE

之 会長が 、同 NPOの 協村真ニブ
コノ ェク トリー プメン_(60)モ 日録を

手渡した。 1・1村 リーダーは「箭梨
コロナやイ ンフルニンす の感染
予Fナザのために ri用 したい Jと を透じ
た.

、・ ,両陛下 展覧会を鑑黛

天皇、皇后 l」 !l陛 下は23日 、業京

都 rl「
′谷区の明治 付1富 ミュー ジアム

を訪れ、震業会 「正 禽院窯物 を受

け解 ぐ J(同 展実行委員会主 n壇、

読売新閣礼など脇力 】を鑑藍され

た一写真―。会場では、奈良・エ
唐院が伝える≪ ,'句 の構

`7,な
1箕 進

品など計34年を展示。天皇陛 ドtよ 、
平成期に約 3年 か ,テ て作られた
「螺ξ倒紫饉五穣 rこ 奎 (ら でんした
んのむげんびわ )コ の前で立ち止
より、襄伊lに 施 された ヤコウノ0
イのさらびやかな装飾を見て「こ
れはすといです131と声をあげら
れていた。

、
◆,秋篠富さま 研究会に出席

秋篠宮さまは23日 、編画市を訪
lR、 絶井ttを 務める日本動物園水族
館 協 会 が 主 催 す る 「 発 71回動 4ケJ爾

技 術 者 研 査 会 Jに 出 常 さ れ た 。

磁 究 者 ら 約 二〇0人 が 出 席 .猷
`瞬営 さ ま 甘よ、

`貶
り島 の 「 ア カ モ ズ 」

を人の手で斎 てる 「人工斎藤 (い

くす う )Jな どの研究発表を熱心

その 優、福岡市雲力物四で国の煮

然齋己毒物 ツラマ ヤマ ネ コの人工紫

殖 を成功 させ た紫殖 tHiを 視策 され
テと,

、・ ,日本国際賞 に英米の 3氏

公議財団法 人・ FTlttf,学 校両はオ

Fllは 23日 、独寄U的 な猥テF究 成果で べ

類の繋米〔貢献 した科学者 らをた

たえる「第 40回 日本国 F←
(蛍 Jの受

鷲者に、要 レデ ィング人のプ ライ

ア シ ホスキ ンス数 ,母 で78)と 米ワ

シン トング
'、
の デ ョン・ ウ 巧― レス

?=貫4教甘▼
'S3)、

米 ソー ク看■寃所の
ロナ ル ド・ エバ ンス教授 (74)を選

んだ と発表 した。
資擦 ,螺境な どの Iテブ野で来 Fコj受

蜜 するホ 入キ ンス氏 とウ オー レス

氏は、地球規模で大気がl盾蝙する
メカエrム をコ月らかを ′ヽたラ媒学
・ 葉学分野で受賞 するエ バン ス[ヤ

忠 、はの中でホ ルモ ンが 動 くため
に必 要なたんな く黄 を発 見 し、医

華品開発に貢献 した。

“

Htttよ ′分野 と とに 1態出で、授

賞太は `1月
IS目 こ́行われる。

|‐,生成 AIと 著作権 意見公葬

士成 !ゝ t(べ工知 能 )と 著作権

をめ ぐり、支イヒ庁 1ま 23日 、支 1ヒ 疼

議 会 の 小 姿票 会 で 議 論 し てさ た

「AIと 著作権に F幻 する考え方 に
ついて (素 素 ヽ」に対するパブ リ
ックコ メン ト (意見公 葬 )を 同 日

から 2月 12日 まで実 ち包す ると発表

した。
業 奈

`よ

、又 章 や 画 餃 な ど の 菩 イ
=

胸 を 使 ,た Aと
'1弓

手とや 利 瞬 の 際 に

著 作 臨 農 奉 ヨこな う う る ケー ス を l夕穏

示するなどしている.小 委員会は、
寄せらユ■た意見を踏まえて議論を
経続と、年度内に考え方をまとめ
る予

=だ
。

、・
"神

富アート火災Hヨ 1決延期

硼造ⅢⅢ宮外
‐

"〔
東京 )で2016祥 、

アー ト興示 イベ ン ト会場 ●ホ聾望作

品が撚え 、男児 らが死 l"し た火災
で、過 朱致殖 傷罪 に間われたァこ男

手 大学生 2人 (当 時 18、 19歳ユ【
ついて、凍卓 離ゑは 、25口 に了′走
していた差 し藤 し審の半J」工期 日を

取 り消 し、ア′と期 した。新たな期 日

は 未建 .

に理距盾張盟区固123日

恒§:岳竜選語皆彰嬬〕

回
収
レ
コ
ー
ダ
ー

「ぎ
り
ぎ
り
解
析
」

羽
田
衝
突

東
京

・
羽
田
空
港
で
の
航
空

糠
窃
突
事
故
で
、
運
輸
安
全
委

員
会
の
武
田
展
雄
委
員
長
な
２３

日
、
定
例
記
者
会
見
で
、
事
故

機
か
ら
回
収
し
た
操
縫
室
内
の

音
声
を
記
録
す
る
ポ
イ
ス
レ
コ

ー
ダ
ー

（Ｃ
Ｖ
Ｒ
）
や
飛
行
状

況
を
記
録
す
る
フ
ラ
イ
ト
レ
コ

ー
ダ
ー

（
Ｆ
Ｄ
Ｒ
）
の
状
態
に

つ
い
て
、

「
（破
捜
せ
ず
）
ぎ

り
ぎ
り
の
線
で
な
ん
と
か
解
析

で
き
そ
う
だ
」
と
謡
っ
た
。

運
輸
安
全
委
は
事
故
当
夜
か

ら
航
空
事
故
調
査
盲
Ｇ
人
を
派

遣
し
、原
因
の
調
査
に
着
手
。
日

本
航
空
機
と
海
上
保
安
庁
機
の

製

造
囲

や

エ
ン
ジ

ン
、
Ｃ
Ｖ

Ｒ
、

Ｆ
Ｄ

Ｒ
製
造

国
な

ど
と

し

て
、

米

英
仏

独

と
カ

ナ
ダ

の

５
か

国

の
当
局

や

メ
ー
カ

ー

の
協
力

を

得

て
調
査

を
進

め

て
い

る

。

武
田

氏
は

一

（
各
爾

の

）
知

識
を

総
動

員
し
、

解
析

・
分

析

す

る

」
と

述

べ
た

。
そ

の
上

で
、

事

故

の
再

発
防

止

に

つ
な
が

る

重
要
な

情

報
が
判

明

し
た

場
合

に
は

、

報
告
書

の
と

り
ま

と

め

を

待
た
ず

に
国

土

交
通

省
な

ど

に
情
報

提
供

し

、
事
故

防

止

に

つ
な
げ

る

考

え
を

示

し
た

。

衆
院
職
員
を

懲
戒
処
分
に

ス
ー
パ

ー

で
万
引

き

衆
院

は
２３

日
、
庶
務

部
所

属

～
晴
叫
峰
中
４
憐
Ｈ
聯
離
歩
囃
婢
募
叫
唯
弾
叫
こ
“
４
講
お
こ
じ
雪
ｉ
護

護
“
“
笠
Ы
鶴
ω
拇
“
“
舗
争
辟
研
４８
盗
２
∝
“
働
“
“
゛
笛
ＳＩ
働
″
Ъ

灯
悧
営
削
引
舛
「
い
‐３
＝
々
０７
”
″
別
倒
”
Ｗ
世
Ｗ
叫
呻
舛
‐７
い
出
郷
Ⅳ

郎
粥

，
″
３４
４３
弾
・８
嶋
釣
拗
¨
３ｔ
悦
∞
鰤
山
ゆ
印
‐Ｉ
郭
１１
い
い
ヽ
２２
学
膀

“
”
膵
口
駒
３０
ｍ
Ｓ‐
前
卸
硝
螂
い
螂
歯

‐‐，
Ｗ
銅
開
開
“
９‐
蜘
”
鰤
山
い
い

螂
ｉ３９
貶
一
部
〕
窮
』
Ш

‐２３
い
画
』
』
山
騨
腕
弾
Ｗ
『
”
弾
“
常
的
４
飩
山

靭盛離嗣劉雌峙謗輝稗耐聴節鰈卿榔期卵細観卸章叫離嗣螂脚

で
は

１

，
５
信
以

上

で
の
走

行

を

条
件
と

し

て
提
案

し

た

。

提
出

後

に
記
者

会

見
し
た

同

会

代
表

理
事

の
小

沢
樹

望
さ

ん

（
・３

）
は

「
そ

も

そ
も
制

限
速

度

は

何

の
た
め

に
あ

る
の
か
を

考

え

、
分
か

り
や

す

い
法

律

に
し

て
ほ
し

い

」
と

話

し
た

。

Ｂ
＆
Ｇ
財
国
が

首
長
サ
ミ
ッ
ト

自
治
体

の
首

長

ら
を

集
め
た

「
第
１６

回

Ｂ
＆

Ｇ
全

国

サ
ミ

ッ

ト

一
が

２３

日
、
東

京
都

内

で
開

か

れ

、
地
域

と
継

続
的

に
関

わ

り
を

持

つ

「
関

係
人

口
」

の
拡

”ぃ『幹中”『̈禅ポ・ナス数字̈『̈中̈一一い］【一̈修中セツ‐ヽい̈レ̈一̈
1桑ウ♭受占(

大
を

目
指

す
と
す

る
共

同
宣

一言

を
採
択

し
た

。

地
域
活

性
化

と

青
少

年

の
健

全
育

成
を

推
進

し

よ

う
と
、

《

益

財
回

法
人

一
Ｂ
＆
Ｇ

財
団

」

（
東
京

）
が
主

催
し

、
財
耐

の

施
設
が

あ

る
約

３

５
０
市

町
村

か

ら
首

長

や
教

育

長

ら
約
７
０

０

人
が

出
席
。

施

設

の
活

用
事

例

と
し

て
大
分

県
中
津

市
は

キ

ャ
ン
プ

体
験

、

長
野
県

大

町
市

は

移
住

体
験

を

展
開

し

て
い
る

と

報
告

し
た
。

ま
た

、
財

団
は

能

登
半

島
地
震

を
受

け

て
施
設

の

一
部
を

阪

設
浴

場
な

ど
と

し

て
開
放

し

て
い
る
と
報

告

。
高

齢

者

ら
の
支
援

に
も

取
り
組

む

と

表

明
し
た

。

◆

許

数

に
こ

注

意

く

だ

さ

い
ぅ

当

運

番

弓

が

事

莉

に

わ

か

る

こ
と

は

あ

り
ま

せ

ん
．

の

５０
歳

代

の
男

性
駐

員
を

停
職

２
か

月

の
懲
戒

処
分

に
し
た

と

発
表

し

た

。

衆
院

事
務

局

に
よ

る
と

、
職

員

は
昨

年

１１
月

、
神
奈

川

県
内

の

ス
ー

パ

ー

で
食
料

品
を

万
引

き

し
、
窃

盗
容

難

で
現
行

妃
逮

捕
さ
れ

た

。
同

１２

月

に
不
起
訴

処

分
と
な

っ
た

。

衆
院

事

務
局

の

間
さ

取
り

に
対

し
、

蟻

員
は

窃

盗
行

為
を

認

め

て
い

る
。

警
視
総
監

緒
方
氏

警
視

庁

の
小

島
俗

史
秦

視

総

監

（
５９

）
が

勇
退

し

、
後

任

の
第

９９

代
警
視

総
藍

に
警
察

庁

の
結

方
棲

己

次
長

（
６０

）
を
充

て
る
人

事

が
２３

日
の
閣

議

で
了

承

さ
れ

た

。
警

察
庁

次

長

に
は

楠

芳
仲

宮

房
長

〈
開

）
、
宙

房
長

に
は
太

刀
川
浩

一
交
通
局
長
（
５５
）
が
就

く
。
発
令
は
２６
日
。

マ
警
視
総
鎌

緒
方
禎
己
氏
（お
が
た
　
よ
Ｌ
み
）

ｏ
ふ鴎
鶴

６０
義
。

▽
次
装

摘
芳
伸
氏

（く
す
の
き

・
よ
し
の

ぶ

，
８０
年
京
大
法
。
千
葉
県
蓄
本
部

長
、
交
通
局
長
、
自
房
長
，
広
島
県

譲
身
）
Ｗ
織
。

マ
営
房
長

太
刀
川
岩

一
氏

⌒た
ち
か
わ

。
こ

う
い
う
）
漿
ギ
宋
大
法
，
警
視
庁
刑

事
部
長
、
交
通
局
長
っ
新
鴻
味
出
身
。

蒟
歳
ｃ

警
察
庁
人
事

（
邪
巨

ャ

交
通
局
長

ヽ
長
官
宮
房
〓
譲
官
　
警

囀
月
理
当

）
早

ｌｌｌ
雪
芝
マ
長
首
盲
房
讐

ｉＲ
宣

，
警
踊
局
聾
堂

＾
警
撹
庁
警
埼
部

長
）
ヤ
代
延
員
平
マ
素
視
庁
警
臓
部
長

＾
髯
需
企
画
黒
長
）
翠
成
章
衣
▼
サ
イ

パ
ー
霧
蒙
局
員

（
兵
宙
富

房
等
藝
富

サ
イ
バ
ー
著
素
局
担
当
）
末
嬌

一
去
Ｖ

夏
歯
喜
房
離
議
奮
　
サ
イ

バ
ー
露
療
局

担
当

⌒
厠
蹂
警
家
セ
ン
タ
，
労
長
策
長

百
喜
房
装
離
宦

，
国
際
担
当

）
生
野
朋

級
▼
口
瞭
要
素
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
氏
官

】
房
密
謀
首

・
覆
際
麺
当

（
驚
挽
庁
警

務
糾
長

）
Ａ
山
形
子

辞
熱

（と
寃
鷲
監

）
小
島
浴
吏
７
河

原
μ
ギ

（サ
イ
パ
ー
驚
室
”
長

一

講昴糞巧“戟狩渕乃ク

世
界
的
に
溶
踏
す
る
詢
田
和
樹

が
、
誘
響
営
爺
宙
ぬ
指
博
善
と
し

て
最
後
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
臨
ｂ

▽

フ
ラ
ン
ク
の
傑
作
交
尋
軸
々
娠

う
、
心
嵯
わ
す
サ
ウ
ン
ド
を
作
り

上
げ
る
，
加
半
に
球
オ
ラ
ン
ダ
の

名
手
ラ
ム
ス
マ
が
登
場
し
、
ブ
ル

ソ
フ
の
パ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
を
娘

競
す
る
．
チ
ケ
ッ
ト
は
好
評
発
売

中
。

【曲
目
】
Ｒ
　
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス

「
交
理
詩

（
ド
ン
　
フ
ァ
ン
）
」
、

ブ
ル
ッ
フ

「
バ
イ
オ
リ
ン
腕
妻
山

第
１
委
」
、
Ｚ
フ
ン
ク

「交
響
曲
」

【
日
時

・
会
場
】
２
月
Ｂ
口

（火
）

‐９
時
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

【
苺

金
】
８
０
０
０
円
～
ハＯ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
出

【
問
い
合
わ
せ
】
譲
鬱
０
５
７
０

ω
　
４
３
９
０
、

ヤヽ簾

ｃ
イ
ミ

】
０
３
■
】、Э
Ｏ
「
」マ

ヽンニュー蒟 )レ挑戦 !

ニッポンの未来フォーラムVOL.3

車  「温暖化の実感・私たちの選択
―歩踏み出せば世界は変わる」

線錬響だ娠まなとや懇欺艤醗奉翻浄夢4置整紹解誤2髪 .

行雲うにつながる機々な知恵を施盛してフォーラムでおり合う。

2024年 1月 28日 (日)°辮
【開演】午後1時 【終演予定】午後3鋳30分 おヽⅢ休豪あり

ま撃Fど掘護絡雰えイ懇路;ふ観巌?穀
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氏

圃
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韓
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甫高梅エキス囮
―健康第一主義 ―

南高完熟つ

だけ !!
32周年で32%OFF

嘉透
す

(貨ネW卜 ;`事lt口 よ

'1年

)

エキス1 20gl窟るのに帝秘6鞄鰤
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'

音積果ユ|た
'3113め

t煮詰めました。

1晦の成分が浄 ,つと灘争脳きオlてまi

完熟の面高梅使用 !

二度漬け製法 !

天然のアカシアはちみつ使用 !

つぶれていますが奉Vこ得の味 :

ご注文は今すぐ !



2024年 01月 24日 読売東京 朝刊 3社 13版 29頁

墓 ′V→ ブ Vlヽ_と /V→ IIttri′

`と

Cヽ■ しノc_o

蛹
◆

"ハ
ンドツープ子ども食堂に

読売新闇東京本社 と智 内の読売
新聞販売店 (YC)は 23日 、廃食

用油を 1ジ サイクル したハ ン ドソー

プ計 4万3200本を認定 NPO法 人

「全国 こども食堂支援セ ンター・

むすびえ」 (東京 )に贈 った。毎

年続けている社会買献活動の一環
で、今年は同NPOを 通 じ、無償

か低額で食事を提供 している東 日

本地域の425か所の「子 ども食堂」
とこ届ける。

東京 。大手町の読売新聞 ビルで

贈塁式が行われ、本社の矢 ケ崎貢

専 務 と 読 売東京七 日会 の清 水 和

之会長が、同NPOの 脇村良ニプ
ロジ ェク トリーダー (69)に 目録 を

手渡 した。脇村 リーダーは「新型
コ ロナや イ ンフルエ ンザ の感 染

予防のために活用 したい」と話 し
えこ。
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